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春
季
大
祭 
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
こ
ん
に
ち
は 

キ
ー
エ
ル
ヴ
ィ
フ
ァ
ル
タ
ス
ご

機
嫌
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

週
間
天
気
予
報
で
は
雨
予
報
で

し
た
が
、
今
日
は
雨
も
な
く
天
気

に
恵
ま
れ
、
令
和
七
年
春
の
大
本

名
古
屋
分
苑
春
季
大
祭
な
ら
び
祖

霊
合
同
慰
霊
祭
を
、
本
部
よ
り
東

海
教
区
特
派
宣
伝
使
前
田
茂
太
様

と
斎
藤
保
子
様
に
お
越
し
頂
き
、

皆
様
と
共
に
盛
大
に
執
り
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
の
春
は
、
桜
が
一
瞬
に
し

て
咲
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。 四

月
六
日
、
静
岡
分
苑
の
春
季

大
祭
と
観
桜
お
茶
会
に
行
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
雨
の
中
ま
た
高
速

道
路
で
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ト
ラ
ブ
ル
で
行

き
は
散
々
な
目
に
遭
い
ま
し
た
が
、

祭
典
は
、
掲
示
板
に
掲
載
し
て
い

ま
す
よ
う
に
、
男
女
混
合
で
行
わ

れ
、
お
琴
は
、
中
山
琴
主
様
の

「
東
の
名
残
」
を
聞
か
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

御
神
書
拝
読
で
は
、
小
学
四
年

生
の
福
本
純
平
君
、
斎
藤
雅
美
さ

ん
の
お
孫
さ
ん
で
す
が
動
作
、
拝

読
と
も
に
、
ほ
の
ぼ
の
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

先
週
、
亀
岡
で
の
観
桜
お
茶
会

に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ

の
日
も
雨
に
な
り
ロ
ビ
ー
で
の
お

茶
の
接
待
を
頂
き
ま
し
た
。 

名
古
屋
分
苑
で
は
、
今
回
宣
伝

使
の
使
補
で
六
名
・
准
で
四
名
・

正
で
四
名
、
合
計
十
四
名
の
方
々

の
推
薦
状
を
提
出
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
全
国
で
二
百
名
の
推
薦

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

審
査
さ
れ
て
通
知
が
み
ろ
く
大
祭

後
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。 

み
ろ
く
大
祭
で
は
、
小
林
清
人

様
が
人
型
二
十
五
年
の
節
目
に
教

主
様
よ
り
記
念
品
の
授
与
を
承
れ

ま
す
。
そ
の
他
の
方
達
は
、
私
が

預
か
り
五
月
の
月
次
祭
に
お
渡
し

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

先
月
は
、
山
田
日
出
男
様
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
名
古

屋
分
苑
規
約
を
編
集
さ
れ
た
方
の

一
人
で
、
こ
の
規
約
は
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。 

五
月
は
聖
地
で
、
教
主
生
誕
祭

と
そ
の
後
に
全
国
愛
善
歌
奉
納
大

会
、
み
ろ
く
大
祭
と
本
部
行
事
が

あ
り
ま
す
。
玉
串
参
拝
を
さ
れ
る

方
は
五
月
三
日
の
月
始
祭
当
日
ま

で
受
付
い
た
し
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
日
は
、
愛
善
歌
奉
納
大
会
の

練
習
を
直
接
指
導
し
て
頂
け
ま
す
。

斎
藤
保
子
先
生
に
は
本
部
で
も
、

全
体
練
習
で
し
か
、
指
導
を
受
け

た
こ
と
が
無
い
の
で
ゆ
っ
く
り
ご

指
導
を
し
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

令
和
八
年
度
、
本
部
の
人
型
用

紙
等
の
最
終
締
め
切
り
が
五
月
十

五
日
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
五

月
三
日
も
し
く
は
十
日
ま
で
に
枚

数
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

少
し
早
い
で
す
が
六
月
二
十
二

日
、
日
曜
日
に
は
、
教
本
二
級
認

定
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ま
た
翌
週
二
十
八
日
に
は
東
海
教

区
特
任
会
議
を
名
古
屋
分
苑
で
開

催
い
た
し
ま
す
。 

直
会
後
、
前
田
先
生
よ
り
講
話

「
健
康
の
た
め
大
本
の
み
教
え
か

ら
」
を
お
話
し
て
頂
き
、
斎
藤
保

子
先
生
の
直
接
指
導
で
愛
善
歌
の

練
習
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
日
の
春
季
大
祭
と
祖
霊
合
同

慰
霊
祭
に
ご
参
拝
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
直
会

作
り
に
携
わ
っ
た
方
達
、
会
場
準

備
に
携
わ
っ
た
方
達
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
誠
心
会
活
動
報
告 

三
月
二
十
九
・
三
十
日
、
綾
部

梅
松
苑
に
於
い
て
第
二
十
一
回
誠

心
会
員
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。 

二
十
九
日
は
天
王
平
の
奥
津
城

か
ら
信
徒
共
同
墳
く
ら
い
ま
で
の

間
の
枯
れ
枝
撤
去
の
献
労
奉
仕
、

夜
は
懇
親
会
で
活
動
報
告
の
意
見

交
換
、
翌
三
十
日
は
四
方
道
広
祭

祀
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
「
綾
の
郷

整
備
事
業
推
進
状
況
」
の
説
明
が

行
わ
れ
、
引
き
続
き
会
員
に
よ
る

ご
神
徳
談
の
発
表
、
佐
々
木
敏
郎

大
本
楽
天
社
代
表
に
よ
る
「
献
詠

歌
の
作
り
方
」
講
座
を
拝
聴
し
た
。 

そ
の
後
、
会
員
の
作
っ
た
「
綾

の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
大
本
歌
祭
り
」

の
献
詠
歌
の
添
削
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
熱
心
に
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

最
後
に
五
月
四
日
の
全
国
愛
善

歌
奉
納
大
会
に
向
け
て
、
誠
心
会

の
テ
ー
マ
曲
で
あ
る
「
黄
金
」
を

練
習
し
て
閉
会
式
後
、
解
散
を
し

た
充
実
し
た
二
日
間
で
し
た
。 

参
加
者
三
名 

●
月
始
祭 

四
月
五
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
八
名 
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小
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清
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日
比 

 

達
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員 
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亜
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天
野 

 

芳
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分
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よ
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な
ご
み 

 

う
け
た
ま
わ 

ほ
か 



令和 7年 5月号 

 
●
春
季
大
祭
・
祖
霊
合
同
慰
霊
祭 

四
月
二
十
日
（
日
）
に
本
部
よ

り
前
田
茂
太
特
派
宣
伝
使
、
斎
藤

保
子
様
を
お
迎
え
し
て
、
大
神
様

斎
主
・
高
嶋
善
雄
分
苑
長
、
慰
霊

祭
斎
主
・
妹
尾
正
治
特
任
の
も
と

厳
粛
に
執
行
さ
れ
、
祭
典
後
に
は

八
雲
琴
「
古
人
今
様
」
が
奉
納
さ

れ
た
。 

直
会
後
、
前
田
茂
太
特
派
宣
伝

使
に
よ
る
記
念
講
話
「
健
康
の
た

め
大
本
の
み
教
え
か
ら
」
を
聴
講
、

引
き
続
き
斎
藤
保
子
様
の
指
導
に

よ
り
、
愛
善
歌
「
救
霊
」
を
練
習

し
た
。 

そ
の
後
、
誠
心
会
に
よ
る
福
引

が
行
わ
れ
、
神
饌
物
の
お
下
が
り

の
鯛
、
お
餅
、
お
神
酒
の
景
品
が

当
選
者
に
渡
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。 

執
行
委
員
長 

 

堀 

健
太
郎 

副
執
行
委
員
長 

近
藤 

哲
史 

参
拝
者 

六
十
八
名 

（
大
祭
関
係
者
含
む
）

☆
大
祭
前
日
は
十
時
か
ら
直
心

会
・
準
備
委
員
に
よ
り
、
分
苑
内

の
清
掃
・
祭
典
準
備
が
行
わ
れ
た
。 

行
事
予
定 

五
月
十
八
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

五
月
二
十
五
日
（
日
） 

東
海
教
区 

青
松
会
錬
成
道
場 

（
三
河
本
苑
主
催
） 

六
月
七
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

 
午
後
一
時
半
よ
り 

忍
び
草 

分
苑
直
属 

 

 
 

 

大
西 

澄
子 

毘
女 

享
年 

九
十
五
歳

令
和
七
年
四
月
十
三
日 

帰
幽 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

 

【
病
は
気
か
ら
】 

 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾
正
治 

 

『
敗
血
症
に
な
っ
て
四
十
度
近

い
熱
が
二
週
間
続
い
て
、
薬
を
変

え
て
も
効
か
な
か
っ
た
時
は
、
さ

す
が
に
死
を
思
い
ま
し
た
ね
、
そ

れ
で
も
毎
日
が
生
き
生
き
と
し
て

い
ま
し
た
』 

俳
優
佐
野
史
郎
さ
ん
は
続
け
る

『
病
気
を
治
す
こ
と
は
一
つ
の
ド

ラ
マ
な
ん
で
す
、
主
治
医
は
監
督
、

イ
ン
タ
ー
ン
は
助
監
督
、
リ
ハ
ビ

リ
は
脚
本
家
、
衣
装
・
照
明
な
ど

の
看
護
師
さ
ん
と
主
人
公
の
私
』

『
完
治
す
る
ま
で
の
壮
絶
な
ド
ラ

マ
を
演
じ
き
っ
て
今
が
こ
う
し
て

有
り
ま
す
、
と
て
も
生
き
生
き
し

て
い
ま
し
た
よ
』 

じ
い
じ
も
三
十
年
ほ
ど
前
、
Ｃ
型

肝
炎
の
治
療
の
一
年
間
に
佐
野
さ

ん
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
て

い
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

一
週
間
に
三
回
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ロ
ン
注
射
治
療
な
の
で
す
が
、
受

け
た
後
三
時
間
ほ
ど
で
必
ず
四
十

度
近
い
高
熱
が
出
て
歯
が
噛
合
わ

な
い
ほ
ど
の
悪
寒
が
は
し
り
ま
し

た
。 

治
療
終
盤
の
頃
に
な
る
と
血
中
ウ

イ
ル
ス
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
一
年
後
に
は
又
元
の
数
値
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

二
回
目
は
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ

ン
治
療
で
、
発
熱
は
無
い
も
の
の

強
烈
な
食
欲
不
振
に
襲
わ
れ
半
年

余
り
は
流
動
食
し
か
喉
を
通
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

じ
い
じ
に
と
っ
て
二
回
の
Ｃ
型
肝

炎
治
療
は
ウ
イ
ル
ス
退
治
の
ゲ
ー

ム
感
覚
で
し
た
、
そ
う
思
わ
な
い

と
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
そ
う
な
も
う
一

人
の
自
分
が
い
た
か
ら
で
す
。 

完
治
し
た
あ
と
の
楽
し
み
を
見
据

え
て
戦
い
つ
づ
け
ま
し
た
、
そ
し

て
勝
利
を
家
族
と
共
に
勝
ち
取
り

ま
し
た
。 

『
治
す
ん
だ
、
治
し
て
家
庭
を
守

る
ん
だ
！
』
そ
の
信
念
が
完
治
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

病
は
気
か
ら
と
言
い
ま
す
が
「
治

る
の
も
気
か
ら
」
を
実
感
し
て
い

ま
す
。 

     


